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旭日，604人(2，914 1シコ
土沢 4，203人( 838...) 
金目 8，571人くわ057.9コ
I (45.7.1混在〉

よりtまヵ、なカ〉った。

火災は限方から起こり、 ミ幼

火澗然之の故事を思わわせ、こL

の位の耕宋を感じさせた.0

私たちは、駅町南111の広場へ

避難したカs、松樹氏溜まれた二

階建の一戸が、抽E旨焼野郊の直
撃を受け、一瞬lとして大きな火
設とイむし、崩れ落ちゆくのを自

のあたりに見て立ちすくんでυ
まった。

しつつといほど長い空襲を受

けたが、初夏の夜が白々と明け

たζろ敵機は噺くたち去った。

余指は容易に尽きなかった市

平塚市街の大都分は焦土と化υ
数多い死傷者をと討した。

当時はあらゆる物資が樋渡に

窮乏していた。消費量の多い貴

還はもっとも甚だし〈、市民は

落花生の設や畏の襲まで粉末に

して唾ベ、うらなりの胡瓜のよ

うな元気のない顔をしていた。

写真由フィノレムなどは軍潟燃

の人以l?'He入手は鶴難であった
ので、戦災直後の写真など揮しも

ものと患っていたところ、先般

平塚1，176番地三橋謹〈のりJ民
から、極災後1か月位を経た平

塚市の写真の提供吾受けること

ができたことは大きな賜物であ

った。
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島上空吾お逃しつつあるむねの
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